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ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ

井戸

筆
者
と
同
じ
六
〇
代
前
後
の
方
は
子

供
の
頃
に
、
サ
ト
ウ
キ
ビ(

甘
蔗)

な
る
も

の
を
か
じ
っ
た
り
、
し
ゃ
ぶ
っ
た
り
し
た

甘
い
記
憶
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
時
に

は
硬
い
皮
で
口
を
切
っ
た
り
し
な
が
ら
。

南
ア
ジ
ア
を
原
産
と
す
る
そ
の
サ
ト

ウ
キ
ビ
は
も
と
も
と
黒
砂
糖
を
作
る
た

め
に
沖
縄
な
ど
南
西
諸
島
に
持
ち
込
ま

れ
た
も
の
で
す
が
、
天
草
に
も
江
戸
の
終

り
頃
に
砂
糖
の
製
造
方
法
と
共
に
薩
摩

か
ら
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

最
近
目
に
し
た
岡
山
県
の
あ
る
文
献

に
、
現
在
の
玉
野
市
の
廻
船
問
屋
が
天
草

か
ら
大
量
の
黒
砂
糖
を
仕
入
れ
て
い
た

こ
と
が
紹
介
し
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

に
棚
底
、
浦
、
宮
田
の
各
村
も
含
ま
れ
て

お
り
、
安
政
六
年(

一
八
五
九
）
に
は
棚
底

村
か
ら
約
三
ト
ン
、
五
四
両
程
度
の
買
い

付
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

浦
の
蓮
田
家
で
の
砂
糖
製
造
は
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
棚
底
で
も
商
い

と
し
て
砂
糖
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
速
、
調

査
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
搾

る
た
め
の
「
砂
糖
車
」
を
い
く
つ
か
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
砂
糖
車
」
は
、

直
径
約
六
〇
㎝
、
厚
さ
約
二
〇
㎝
の
円
形

の
石
臼
状
で
、
中
心
部
に
心
棒
用
の
八
角

形
の
穴
が
掘
っ
て
あ
り
ま
す(

写
真)

。
大

き
さ
や
形
状
は
ほ
ぼ
全
国
共
通
の
よ
う

で
す
。
「
砂
糖
車
」
の
棚
底
で
の
呼
び
名
は

良
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

約
二
百
キ
ロ
近
く
あ
る
こ
の
砂
糖
車

三
つ
を
台
座
に
並
べ
、
回
転
さ
せ
る
こ
と

で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
搾
り
ま
す
が
、
当
時

の
労
力
は
牛
や
馬
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
牛

馬
は
グ
ル
グ
ル
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

搾
り
汁
を
煮
詰
め
る
場
所
な
ど
作
業
場

は
か
な
り
広
い
ス
ペ
ー
ス
と
諸
道
具
も
必

要
で
、
あ
る
程
度
大
き
な
農
家
で
な
い
と

取
り
組
め
な
い
事
業
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

ま
だ
、
調
査
中
で
簡
単
な
報
告
と
し
ま

す
が
、
戦
前
ま
で
製
糖
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
写
真
の
よ
う
な
砂

糖
車
に
気
づ
か
れ
ま
し
た
ら
ご
一
報
下

さ
い
。

棚
底
三
区

歳
川

喜
三
生

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

⑮

棚
底
の
黒
砂
糖

…

そ
の
一

【
棚
底
で
確
認
し
た
砂
糖
車
上
＝

M

さ
ん
宅
、

下
＝

O

さ
ん
宅
】

天草最高峰倉岳ウォーク参加者や登

山愛好者から「倉岳山頂まであとどのく

らいあるのか、いま何合目を登っている

のか、目印がなかけんいっちょん分から

んばい」といった不満の声が度々あがっ

ていたので、今回、トレイルクラブの皆さ

んにご協力していただき、車道、延命道、

遠望道の３コースに案内標識（写真＝黄

色い標識）を設置しました。

棚底には国指定棚底城跡や石垣群、コグ

リ、アイラトビカズラなど歴史的に価値の高

い文化遺産や魅力的なスポットが沢山あり、

また、数年後には棚底城跡ガイダンスセン

ターの建設構想も予定されています。

そこで棚底地区振興会では、ボランティア

ガイドの養成が急務であるとの認識の下、

倉岳地区公民館と連携し、平成２９年度から

養成講座やスキルアップセミナーを開設し、

約２０名が修了証を取得されました。

今回は、その養成講座修了者を対象にボ

ランティアガイド組織の設立に向けた意見交

換会を開催。「棚底案内人の会」を正式に発

足（４月１日）する運びとなりました。初代会

長には田中隆光さんが就任されました。

会長に田中隆光さん就任

８合目の東屋＝車道コース 車道コース４合目付近

意見交換会のようす＝３月９日
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２月末 １月末

640（-１）

高齢化率
４９.９６％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 278（-1）279 641

44１（0）

1,202（0）

宮　田 441

2,676 2,664（-12）合　計 1,202

今月の石垣散策トイレ掃除当番

自治環境部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

４月 ６日（火）春の全国交通安全運動

～４月１５日（木）

４月１３日（火）棚底地区振興会総会

４月２５日（日）史跡めぐり＆ウォーキング

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

倉
岳
地
区
公
民
館
主
催
の
全
体
講
座

「
倉
岳
煌
め
き
人
講
座
」
が
、
二
月
二
五

日(

木)

棚
底
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ―

集
会
室
で
開
催
さ
れ
、
三
七
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
「
倉

岳
町
の
市
民
で
、
こ
の
一
年
間
に
輝
か

し
い
実
績
を
上
げ
た
方
を
紹
介
し
、
倉

岳
町
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
」
を
趣
旨

に
、
該
当
者
が
お
ら
れ
る
年
度
に
開
催

す
る
特
別
講
座
で
す
。

本
年
度
は
、
倉
岳
小
学
校
の
長
元
正

英
校
長
先
生
が
三
月
に
定
年
退
職
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
講
師
に
お
願
い
し
、

「
三
五
年
間
の
教
職
生
活
を
振
り
返
っ

て
」
の
講
話
題
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
長
元
校
長
先
生
は
、
三
五
年
間
に
十

校
（
小
学
校
八
校
、
中
学
校
二
校
）
勤
務

さ
れ
、
こ
の
間
、
倉
岳
に
は
三
校
十
二
年
、

教
諭
と
し
て
倉
岳
町
立
棚
底
小
学
校
、

浦
小
学
校
、
そ
し
て
校
長
と
し
て
、
天
草

市
立
倉
岳
小
学
校
の
勤
務
で
教
職
生
活

の
有
終
の
美
を
飾
ら
れ
ま
し
た
。

講
話
で
長
元
校
長
先
生
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
で
学
ば
れ
た
こ
と
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
学
校
や
児
童
生

徒
、
地
域
に
学
ば
れ
た
長
元
校
長
先
生

の
お
話
に
う
な
ず
き
な
が
ら
熱
心
に
聞

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

校
長
と
し
て
二
年
間
勤
務
さ
れ
た
倉

岳
小
学
校
で
は
、
倉
岳
の
教
育
や
地
域

の
特
色
と
し
て
、
地
域
あ
げ
て
子
供
を

育
て
よ
う
と
す
る
強
い
思
い
が
あ
る
こ

と
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
高
校
と
の
連
携
が
あ
る
こ
と
、

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
の
お
礼
に
、
倉
岳
小
学
校
六
年

生
、
吉
田
要
く
ん
、
ま
た
以
前
担
任
さ

れ
た
御
領
小
学
校
卒
業
生
の
山
下
寛

子
さ
ん
と
泉
あ
か
ね
さ
ん
の
三
名
か

ら
花
束
が
長
元
校
長
先
生
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。
長
元
校
長
先
生
の
教
師
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
ぶ
れ
な
い
生
き
方
に
、

講
座
参
加
者
一
同
触
れ
た
思
い
を
深

く
し
ま
し
た
。

令和３年度となりました。今年度は整備管理用工事や樹木伐採を予定して

います。

さて、棚底城跡の登り口に手すり付の階段が完成しました。周囲の景観に

溶け込みやすいように、顔料という染料を混ぜたコンクリートを使っているの

で黒っぽい色ですが、時間の経過とともに段々と馴染んできます。

また、安全面に配慮してステンレス製で錆びにくい手すりを設置しましたの

で、棚底城跡に足を運んで歴史を満喫してください。

見学しやすくするための構造物の設置と史跡の価値の保全との両立は非

常に難しいところですが、今年度も専門家の集まる整備検討委員会と意見を

交わしながら、より良い史跡整備に取り組みますので、どうぞよろしくお願い

します。 （天草市文化課 宮崎）
【施工の様子】

倉
岳
地
区
公
民
館
長

木
村

臣
進

倉
小
６
年
吉
田
要
く
ん
か
ら

長
元
校
長
先
生
に
花
束
贈
呈

長元校長先生の講話を聴く参加者ら

振興会部会員必見！


